
具体的取組項目の進捗状況(実績と今後の取り組み） 平成１８年２月

17年度 18年度 19年度

-1,737 -3,474 -3,474 -1,105 -3,294 -3,294

①窓口サービスの見直し -1,737 -3,474 -3,474 -1,105 -3,294 -3,294

①
１０月から
実施

②
４月から
実施

-1,737 -3,474 -3,474 効果額〔実績〕（千円） -1,105 効果額〔予定〕（千円） -3,294 効果額〔予定〕（千円） -3,294

②公共工事 0 0 0 0 0 0

７月実施

効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円）

年度末ま
でに検討

効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円）

③現場からの意見の吸収 0 0 0 0 0 0

６月実施

効果額〔実績〕（千円） 効果額〔予定〕（千円） 効果額〔予定〕（千円）

新 行 財 政 計 画 （素 案） の 内 容 進　　　捗　　　状　　　況

番号 担当課 テーマ 実施内容（概要）
実施時期と効果額（千円） 実　　績 今　後　の　取　り　組　み　（予定）

（８）現場発の改善

平成１７年度の実績 平成１８年度 平成１９年度

154
行財政改革
推進本部

窓口受付サー
ビスの向上

①フロアマネージャーの配置
②証明窓口の設置

①10月1日からフロアマネージャー２名を
配置し、来庁者に対して主に案内業務を
実施

①平成18年度からフロアマネージャー3
名体制で、受付・案内業務を一体的に行
う
②主な税務関係証明書を市民課窓口で
発行可能とする

①平成19年度については、前年度の状
況を十分検討した上で継続実施する。

155 契約検査課
公共事業の施
行について

より多くの業者が指名可能となり、
公正性・公平性が高められるよう持
ち高制度の見直し

より多くの業者が指名可能となるよう、
持高制度の限度額を従来の1.5倍とする
見直しを７月より実施

156
契約検査課
各課

公共工事の評
価制度の見直
し

請負工事成績評定の見直しをはじ
め、公共工事の評価制度を充実
し、施工管理及び検査体制の強化
を図る

　ワーキング部会により、工事成績評定
基準の見直しを行い、H１8年１月末の制
度改善委員会に諮った

4月から実施

157
行財政改革
推進本部

職員提案制度
の創設

市民サービス向上や経費節減等に
職員のアイデアを活かすため、職
員提案制度を創設

職員提案箱を設置し、併せて、職員提案
メールの制度を創設
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